
キーワード：
Keywords:

千歳川堤防開削地点での統合物理探査
Integrated Geophysical surveys in levee excavation sites on the Chitose river, Central
Hokkaido
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北海道中部にある千歳川では、樋管を新設するために北島地区および晩翠地区で堤防開削が行われた。高密度
電気探査と表面波探査が、開削前に天端と高水位面で縦断方向に行われた。また、開削地点を横断においても
比抵抗トモグラフィーとS波トモグラフィーが行われた。開削後、開削面において、小さい電極間隔による比抵
抗マッピングと小間隔の表面波探査が行われ、開削面において直接比抵抗とS波速度が測定された。 
 地表探査による比抵抗構造やS波速度構造は、開削面での直接測定により得られた比抵抗やS波の分布により検
証された。これらの探査により堤体や基礎地盤での不均質構造が示された。開削面から採取された試料の土質
試験により得られた粒度分布と比抵抗とを比較することにより、堤体内の透水ゾーンが検出され、その基礎地
盤への延長も示された。
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